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研究分野

学位

学歴

経歴

所属学会（役職）

【2016年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1

（３）学会発表

1 共著
50回日本作業療法学
会、札幌

○川俣 実, 百瀬 定
雄

2016.9

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2016.6

2 2016.10～11

3 2016.6

（２）演習

1 2016.10～12

2 2016.11

3 2016.10～2017.3

4 2016.10～12

（３）実習

1 2016.4～8

2 2016.10～2017.2

3 2016.4～7

4 2017.2

5 2017.2

6 2016.5～7

発達期作業療法学

地域作業療法学演習

作業分析学実習

作業療法ゼミナール

発達期作業療法学実習

作業療法運動学
運動の見方、体幹・骨盤・下肢の関節運動、姿勢・動作分析の基礎
について説明した

発達障害の作業療法の歴史、地域での作業療法について説明した

体験を通して、動作分析、対人交流分析、活動分析、作業分析、身
体機能領域で用いられる治療法の分析の基本の学修を促した

作業療法運動学実習

発達期作業療法学特講
学外での作業療法の見学等をの体験と学内での振返りを行い、発
達期の作業療法の支援について学修を促した

体幹・骨盤・下肢の関節運動、姿勢・動作分析の基礎について、観
察・体験を促した

臨床作業療法演習
OSCEの課題となっている体の平衡反応、歩行の評価について、手
引書を作成し、学生同士での体験学習を促した。OSCEの試験官を
務めた

3年卒研ゼミ生3名の指導

保育所見学を通して、定型児の発達について理解を促した。また、継
続的な子どもとの関わりを通して作業療法の支援の学修を促した

実習中、実習地への中間訪問指導を行った（4施設）

実習中、実習地への状況確認を行った（6施設）

実習中、実習地への中間訪問指導を行った（4施設）

臨地実習1-1（身体機能領域）

臨地実習Ⅰ-3（地域領域）

臨地実習Ⅱ-1（身体機能領域）

発達障害、知覚・認知、動作分析

教育学　学士、児童学　修士

1981年埼玉大学教育学部卒、1988年国立療養所犀潟病院附属リハビリテーション学院作業療法学科卒、
2011年聖徳大学大学院　児童学研究科　博士前期課程卒

1988年埼玉県立小児医療センター作業療法士、2000年埼玉県立大学非常勤講師、2006年埼玉県立大学
作業療法学科准教授

埼玉県作業療法士会（監事）、日本感覚統合学会（財務部・治療講習部部員）、日本作業療法士協会、日本
LD学会

該当なし

研究名、研究代表者・研究分担者の別

該当なし

子どもの短なわとびに関連する運動能力

該当なし

発達障害の知覚・認識、運動、社会心理で用いる評価について説明
した

作業療法学概論 発達期における作業療法学の概要を説明した

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

競争的資金等の名称

該当なし



7 2016.5～7

8 2016.4～2016.10

（４）論文指導

1 2016.4～12

（５）その他

1 2016.1～2

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
日本感覚統合学
会

2016.8

2 埼玉県 2016.8

3
埼玉県立大学　地
域産学連携セン
ター

2016.7～2017.2

4 越谷市 2016.11

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2016.4～2017.3

2 2016.4～2017.3

3 2016.4～2017.3

4 2016.4～2017.3

5 2016.4～2017.3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

教育開発委員会教務運営部会　委員

作業療法学科学生教員合同研修会　担当

該当なし

感覚統合療法認定講習会　講師 姿勢・平衡機能と触覚識別

越谷市児童発達支援センター研修会 感覚統合について

発達障害への対応について　作業療法士の立
場から

地域連携講座

臨床医学Ⅰ（作業療法学）
国立障害者リハビリテーションセンター言語聴覚士養成課程　の講
義

該当なし

作業療法学科　教務担当

該当なし

特定非営利活動法人　誠会 第三者委員

埼玉県作業療法士会

日本作業療法士協会 機関誌編集協力者

IPW実習 本科目の主任科目責任者として、科目運営を行った

卒業研究　指導 3年生3名、4年生3名

機関誌編集部員

実習中、実習地への中間訪問指導を行った（4施設）、学生症例発表
の評価を行った

各種相談
「出張！作業療法士による　いきいき子育て相
談・勉強会」の開催　　3回

社会福祉法人　彩凛会設立準備会

臨地実習Ⅱ-2（精神機能領域）

委員

日本感覚統合学会研究大会 発表演題査読者

日本作業療法士協会　認定作業療法士（認定番号266）


